
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※※※ 発 行 人 ※※※※※※ 
特定非営利活動法人 

介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会 
代表理事 熊谷 道夫 

第１２８号 
【 平成３1年１月１日 】 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

 

平
成
三
十
一
年
元
旦 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
各
位
そ
し
て
、
様
々
な
場
面
で
沢
山
の
ご
尽

力
を
頂
い
た
、
物
故
者
会
員
及
び
そ
の
遺
族
の
皆

さ
ま
に
も
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。今
年

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

昨
年
十
月
の
本
間
吉
雄
副
代
表
理
事
の
逝

去
は
、
大
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。 

今
年
は
『元
号
』が
変
わ
る
年
で
す
。
慶
応
～

明
治
～
大
正
～
昭
和
～
平
成
～
？
？
と
、
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
活
動
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
さ
て
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。 

西
暦
二
千
十
九
年
五
月
一
日
が
改
元
の
元

日
で
す
。
日
本
の
歴
史
上
二
百
四
十
八
番
目
の

元
号
が
誕
生
し
ま
す
。 

最
近
の
話
題
か
ら
。フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
生

島
さ
ん
が
、
ラ
ジ
オ
で
『パ
リ
の
駐
車
場
』に
つ
い
て
、

昔
と
変
わ
ら
ず
び
っ
く
り
し
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
経
験
し
た
こ
と
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
車
が
、

歩
道
に
乗
り
上
げ
て
駐
車
し
て
い
る
こ
と
、
駐
車

方
法
は
、
自
分
の
車
の
バ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
、
車
間

に
上
手
に
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
感
じ
る
の
は
、
車

に
関
す
る
文
化
が
日
本
と
大
き
く
隔
た
り
が
あ
る

事
で
す
。 

さ
て
先
行
き
の
動
向
に
つ
い
て
、
沢
山
の
論
評
が

あ
り
ま
す
。 

中
で
も
『移
民
、
難
民
そ
し
て
人
種
差
別
問
題
』

は
、
大
き
な
課
題
で
す
。 

し
か
し
後
期
高
齢
者
を
過
ぎ
て
か
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
課
題
に
つ
い
て
、
変
化
が
激
し
く
つ
い
て
行
け

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

最
近
手
帳
に
書
い
た
項
目
を
羅
列
す
る
と 

◇
移
民
、
難
民
、
壁
、
国
境
検
問
所
、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
を
思
い
出
す
。
西
の
壁
は
落
書
き
で
一
杯
、
東

の
壁
は
、
ゴ
ミ
ひ
と
つ
な
し
。 

東
西
を
行
き
来
す
る
際
、
検
問
所
を
通
過
、
ど

こ
の
検
問
所
も
時
間
が
か
か
る
。 

◇
人
種
差
別
、
西
欧
を
旅
す
る
と
、
黒
人
の
多
さ

に
驚
く
。
今
は
わ
か
ら
な
い
が
道
路
の
舗
装
工
事

な
ど
で
働
く
人
が
多
い
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
靴
屋
さ
ん
に
入
っ
た
時
、
店
員
が
昼
休

み
な
の
で
お
客
さ
ん
が
い
る
の
に
店
を
閉
め
よ
う
と
し

た
。 高

飛
車
で
強
引
な
態
度
だ
っ
た
の
で
、
驚
い
た

が
、
権
利
意
識
の
高
さ
よ
り
差
別
意
識
を
感
じ

た
。今
は
も
う
無
い
と
思
う
が
。 

 

終
わ
り
に 

 

『七
十
歳
』ま
で
雇
用
。「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」
の
改
定
を
検
討
「
新
た
な
成
長
戦
略
」
、 

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
七
十
歳
雇
用
問
題
が

浮
上
し
て
き
た
。 

 

政
府
の
「
未
来
投
資
会
議
」
が
、
昨
年
十
一

月
に
本
年
夏
決
め
る
「
新
た
な
成
長
戦
略
」
の
中

間
と
り
ま
と
め
を
行
い
発
表
し
た
。大
い
な
る
論
議

を
期
待
し
た
い
が
。 

十
月
か
ら
の
『消
費
税
問
題
』も
注
目
の
的
で
す
。 

実
施
ま
で
一
年
を
切
り
、
関
心
は
増
税
対
策
の

メ
ニ
ュ
ー
に
移
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
施

策
、
住
宅
、
自
動
車
関
連
減
税
等
々
『世
代
を

超
え
て
、
痛
み
を
分
か
ち
合
お
う
』と
の
消
費
税
の

理
念
は
、
か
す
ん
で
し
ま
わ
な
い
の
か
、
十
分
監
視

し
よ
う
。 

 年頭のご挨拶 
代表理事 

熊 谷 道 夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 調 査 員 を 迎 え て 

活動体験のなかから ①会員になったきっかけ、②介護・福祉について思うこと、③訪問調査をして

感じたこと、④趣味・特技  についてコメントを寄せていただきました。 

活動の更なる充実に向けて 

福祉の拡充・充実に向けて！ 

～～ 世代間ギャップを埋める ～～ 

① 施設探しに悩んだ経験があり、今探してい

る方に少しでも協力できればと思い又、仲野さ

んの勧誘もあり入会を決めました。 

② 核家族が確立して、世代間ギヤップを大き

く感じます。それを埋めるための福祉の拡充・

充実が急務だと強く感じます。                                      

③ 基準を満たすだけの狭い場所で、介護活動

をしていて快適と感じる環境とは、距離がある

と感じた。 

④ ヘタなマジック 

 

相手の立場に立った介護 

～～ その時自分は・・・ ～～ 

 

① 介護について他人事と考えてきましたがこ

れから自分もお世話になる時が来ると考え、知

っておくことも必要と思ったのがきっかけで

す。 

② お世話される立場に立ってみると、その時

自分はどう扱われたいか考えさせられました。 

③ 職員の方々が大変な忙しさの中で、あれだ

けの書類を揃えるのは並々ならぬ努力がいった

と思います。その労力を考えると頭が下がる思

いです。 

④ 読書 

 

鈴 木 瑞 枝 
 

① 私を紹介した方は、民生委員と一万人市民委員

会のメンバーでした。その方が一万人市民委員会の

活動紹介と調査員の引き受け話がきっかけで会員に

なりました。 

② ９年間活動した民生委員を一昨年退任しまし

た。退任後も社会福祉協議会からの要請で配食、買

い物、傾聴ボランティアで、高齢者との関わりも多

い。グループホームの方々とは老人ホーム合同祭り

に度々参加した。認知症患者は年々増加傾向にある。

グループホームは県内２６０件あると聞いている。

入所したくとも満室で入所できない方も多い。介

護・福祉施設の増大や社会全体で支援の必要性を感

じる。 

③ グループホームは研修を含め３回訪問した。静

かな環境を整える事が認知症の方々の気持ちを落ち

着かせると言われている。２０２５年には高齢者５

人に１人が認知症になるのではないかと聞くが認知

症グループホームに対応する為のケアのベストは何

か考えさせられる。 

社会全体が病気を理解して支援の必要性を感じる。

グループホームでは住み慣れた地域でいつ迄も安心

してゆったり生活を送って頂く為に、薬剤に加えよ

り良いケアをする為の話し合い、職員の方々が明る

く、優しく、笑顔で接する事で良い方向になると感

じた。 

④ ・男の料理、一週間に１回は自分で作る 

・時間が空いた時はスポーツジム、はまっているの

はラテン系の音楽に合わせ踊るズンバ、これを１時

間すれば汗でびっしょり,楽しいですよ 

・旅行 

○エ特技は人に言えるような事はありません 

角
すみ

 谷
たに

 順 三 
 

柏
かし

 倉
くら

  勝 

明 る く、 

優 し く、 

笑 顔 で 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の項目についてコメントを寄せて 

頂きました。 

①会員になったきかけ、 

②介護・福祉について思うこと、 

③訪問調査をして感じたこと、 

④趣味・特技  

適宜適切、素早い判断 

嶺 岸 とも子 
 

① 平成２９年 3 月末まで、でんでん宮城いき

いきネットワークの介護部におりました。 

本間さんの紹介により、介護でお手伝いできる

ことがあればお手伝いしたいと思い会員になり

ました。 

② これから入居される方々が、安心して選べ

る施設等の情報が解りやすいようになれば良い

と思います。 

ヘルパーさん達がいきいきと働ける場は、入居

者の方々も安心して生活できると思います。 

③ 介護の現場で働く職員が、一生懸命に頑張

っていました。入居者の方々により添い、コミ

ュニケーションをとり穏やかに生活されていま

した。 

④ 人形劇サークルを３５年やっています。子

供が幼稚園の時から子育て支援もかねて演じて

きました。視覚支援学校は３０年くらい、幼稚

園、児童館、保育所等は依頼があれば、公演を

させていただいています。 

いきいきと働ける場所に 

村 木 弘 滋 

① 「無職生活」に少しの変化をと思っていた

矢先、当会会員の方から入会の誘いがあり興味

を持ちました。 

② 後期高齢者となった現在、将来の生活等に

漠然とした不安に駆られますがそれに対応すべ

く「介護・福祉」の知識があまりにも乏しいの

です。 

③ 一度だけの見習い訪問調査でしたが、調査

に意外と時間を要する事でした。 

訪問先の対応次第もありますが、当方も実際の

訪問調査時には「適切且素早い」判断能力が必

要とされると思うと身の引き締まる思いでし

た。 

④ 「利府町郷土史会」会員 

①一万人市民委員会の活動は友人を通じて知り

ました。 

友人の生き生きした活動に対する姿に感銘を受

け、会員になりました。 

②私の中での介護は『快互』、介護を受ける側、

介護を行う側がお互いに心を通じ合い、そして

遠 藤 千 代 
 

介 護 は 『 快 互 』 

～～ 自分の言葉で ～～ 

穏やかに過ごすことが大切な事と思っていま

す。 

③訪問調査は、介護情報の扉を開く活動として

非常に意義のある事と感じています。その介護

情報を、自分の言葉でわかりやすく伝えること

は、会話力・文章力のない私にとって、とても

難しいなと実感しています。 

④25年ほど前に、友人たち数名と始めた「すず

め踊り」が趣味になります。今では、祭連の人

数が 40人になり、踊り・お囃子を年間通して楽

しんでいます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの介護予防の姿 

すべての高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続け

るため、高齢者自身が生活支援の担い手として社会的役

割を持つことにより、生きがいや介護予防にもつながる

ふれあいディホーム  

「ひなたぼっこ」 
 

   

※※ 特定非営利活動法人 ※※ 

でんでん宮城いきいきネットワーク 

～～～ 生活支援・介護予防サービスの更なる充実に向けて ～～～ 

 よう高齢者の社会参加を促し、生活支援・介護予防サー

ビスの更なる充実に向けて、地域の中に生きがい・役割

をもって生活できるような居場所と出番づくり、支え合

い助け合い等各種各様の支援活動や地域づくりに取り

組んでいる団体を紹介します。 

 

 
～～～ ご存知ですか？ ～～～ 

あなたの地 域 の福 祉 活 動 
 

  

宮城野区 
 

   
 ふれあいデイホーム「ひなたぼっこ」は、ＮＴＴグルー

プのボランテア組織「でんでん宮城いきいきネットワーク」

の社会貢献活動の一環として、「仙台市豊齢化社会整備推

進基金条例」による仙台市ボランティア団体等先導的事業

助成を受け、ひとり暮らしや閉じこもりがちな高齢の方々

を対象に、「明るく・楽しく・健やかなふれあいの場」と

して、平成１３年に開設されたデイホームです。 

主に仙台市生涯学習支援センター（宮城野区榴岡パルシテ

ィ内）を活動場所にして、毎月第２・第４木曜日の１０時

３０分から１４時３０分まで、年２４回、１回当たりの参

加費を８００円(昼食、茶菓代)程度とし、運営ボランティ

ア４名(男性１名、女性３名)で活動しています。  

現在、利用されているのは１４名(青葉区５名、宮城野区４

名、太白区３名、泉区２名)、平均年齢８４歳(最高齢９５ 歳)で、皆さん和気藹々、明るく、楽しんでおられます。 

また、室内での七夕の手づくり、ぬり絵、ハーモニカ

やフルート演奏等を聴く音楽会、仙台市の出前講座聴

講や博物館の見学、 いきいき講演会聴講、お花見、野

草園散策など野外活動も交え、バラエテイーに富んだ

活動をしています。 

訪問当日（１１月２２日）は、午前はボランティア活

動者によるトークマジックショーで笑ったり、びっく

りしたり、午後は年賀状作成に取り組み、ゆったりと

した時間を共有し、過ごしておられました。また、月

２回の出会いが待ち遠しく、楽しみにしていて、もう

１回増やして欲しいくらいだとの声も聞かれました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「でんでん宮城いきいきネットワーク」の地域活動 
 ふれあいデイホーム「ひなたぼっこ」の運営母体で

ある「でんでん宮城いきいきネットワーク」は、平成

１１年にＮＴＴグループのボランテア組織として発足

し、その後、「自らを高めたい、社会に役立ちたい」と

いう思いを実現する”プラットホーム”として、平成

１２年４月に特定非営利活動法人格（ＮＰＯ法人）を

取得し、本格的に「地域社会活動」を展開して、今年

で１９年目を迎えています。  

この間、活動の三本柱に「社会貢献活動」、「生きがい

推進活動」、「生活支援活動」を掲げ、福祉の充実と住

みよい街づくりの実現に向け活動しています。 

◇「杜の会」 

昭和６２年以降、“無理せず・楽しく・長続き”をモットーに「仙
台市五橋公園」とその周辺道路などの除草・清掃活動を継続
的に続けており、「仙台まち美化サポーター」に認定されてい
ます。 

◇「ふれあい電話訪問」 

仙台市内に在住する７５歳以上のＮＴＴ退職者を対象に、
「電話訪問」(ごきげんコール)を通して、生活面や健康面
及び介護状況などの把握を行うとともに、要望や悩み事に
対し、相談や助言などの活動を行っています。 
また、絵手紙による「ふれあい訪問」も行っています。 

◇「いきいきネット講演会」 

「自立した老後生活」や「引きこもり防止」などを目的に、親し
みやすく、誰にでも気軽に参加できる講演会を年３回定期的
に企画・開催しています。 また、ＮＴＴ－ＯＢで運営している
各種サークルの発表の場として、年１回 「いきいき発表会」を
開催しています。  

◇「ウｴルネットみやぎ」 

視覚障がい者支援活動の一環として、一般図書や新聞のコ
ラム欄などをパソコンによる点字翻訳を行い、視覚障がいを
持った方々へ無料で提供しているボランティアグループです。 
 また、「思いやり」のこもった点字名刺(有料)を受注・作成を
しています。 
◇「一生青春の会」 
エコ活動の一環として、ＮＴＴ労組、NTT 労組退職者の会宮城
県支部協議会と連携し、使用済み切手、プルタブ、ペットボト
ルキャップ、使用済みカードの収集を行っているボランティア
グループです。 
収集した使用済み切手などは、アジア・アフリカへ医療従事
者派遣する活動資金や車椅子およびワクチン購入資金等と
して活用されています。 

◇「男の料理教室」 

料理を作る楽しさ、食べる楽しさ、手料理でもてなす喜び、

作ることを通して生まれるコミュニケーションを体感して

います。 

◇「健康教室」 

健康教室は、日本武術太極拳宮城県連の斎藤禎子先生より

ストレッチ体操や太極拳（初級・中級）を教わっています。 

◇「ＩТサークル」 

ＩＴの利活用を通じて、会員相互のノウハウの交流および

新技術の習得等により、会員自らのパソコンスキルの向上

とともに、他会員への普及にも取り組んでいます。 

◇「いきいき麻雀教室」 

老若男女、経験を問わず、「飲まない、吸わない、賭けない」

をモットーに気軽に、健全な麻雀を楽しんでいます。 

◇「絵手紙教室」 

絵の上手下手関係なく、自分流のスタイルで、遊び心で楽

しむことをモットーに、毎回テーマを変えて開催していま

す。 

 

～～～～～ 社 会 貢 献 活 動 ～～～～～ 

～～～ 生きがい推進活動 ～～～ 

 

 

 

「でんでん宮城いきいきネットワーク」の詳細について

は、ホームページをご覧ください。 

【ホームページ http://www.dikiknet.com】 

「杜の会」 ふれあい電話訪問 

「いきいきネット講演
会」 

「一生青春の会」 

「ウエルネットみやぎ」 

いきいき発表会で演舞する 
健康教室の皆さん 

「男の料理教室」 

「IТサークル」 絵手紙教室の皆さんの作品 

「いきいき麻雀教室」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

提供を行っています。併

せて登録者には登録証と

してワッペンを配付して

いますが、ワッペンが大

きいため貼ると着たがら

ないという話しがあり、

◆よろず相談会のご案内 
 
平成３１年１月から４月までの開催日程は下記

のとおりです 
 

☆開 催 日 程 
 

・1 月２２日（火） 相談役 安田廣冶司法書士 

・２月２０日（水） 相談役 武田貴志弁 護 士 

・３月２０日（水） 相談役 安田廣冶司法書士 

・４月１６日（火） 相談役 武田貴志弁 護 士 

石巻市「徘徊高齢者のためのＳＯＳネットワーク事業」

～石巻市徘徊模擬訓練について～ 

 石巻市の人口は、平成３０年１０月末現在１４４，７

３６人で６５歳以上の人口が４６，５５１人、高齢化率

は３２％です。高齢化が進むと共に、認知症の方も増え

ている状況にあります。 

 認知症になってもすべての方が徘徊するわけではあ

りません。認知症の原因は病気により、脳の細胞が壊れ、

そのことによって起きる中核症状があり、さらに様々な

要因が組み合わさって起きる行動心理症状、興奮・暴力

行為等があります。その中でも、大きな課題として、家

族だけでは対応できない徘徊があります。 

また、認知症は早期発見・早期診断・早期治療が重要と

言われています。現在、早期治療などによって進行を遅

くしたり、地域住民の声掛けや見守り等の支援を受け

て、地域で生活している方も多くいます。徘徊も含め高

齢者が困っていることに出会ったら、さりげなく声掛け

できる地域づくりの必要性が高まっています。 

 このため、石巻市では「徘徊高齢者のためのＳＯＳネ

ットワーク事業」を平成１８年度から行っており、認知

症の疑いのある方が登録申請を行うと、市は警察に情報

平成２９年度６月からＱＲコードのラベルを導入しま

した。ＱＲコードを読み取ると、直接保護者とメールで

やり取りができ、当事者が早く自宅に戻れるお手伝いが

できる仕組みです。この事業の普及には時間がかかりま

すが、少しずつ登録者が増加している状況にあります。

又、スマホが使いこなせないので、ワッペンでもいいか

らと言って登録する方もおり相乗効果が出ています。 

昨年度からＱＲコードの普及や認知症の方への声掛け

や対応方法を理解して頂くことを目的に、認知症のモデ

ル役を一定のエリア内を徘徊して頂き、参加者がグルー

プで捜索・声掛け・ＱＲコードを読み取る「徘徊模擬訓

練」を、今年度も実施したところ多くの方々の参加を得

て成果を上げることが出来ました。 

認知症のモデル役に民生委員の協力を頂き、ＱＲコード

の名札を掛けてもらい訓練を行っています。捜査活動終

了後、モデル役や参加者全体で振り返りを行い、参加者

からは、「モデルと言えども、声掛けをする時にためら

った」「実際にＱＲコードを読み取る方法が分かった」

等、又、モデル役からは、「同じ目線で声をかけられる

と良かった」等、気づき等の意見交換が行われ充実した

訓練となりました。 

ＱＲコード型登録

ワッペン型登録証 

今後は、徘徊模擬

訓練内容の充実を

図りながら継続す

ると共に、「徘徊」

という言葉を使わ

ない流れが出てき

ているので、ネー

ミングも検討し、

認知症になっても

住み慣れた地域

で、安心して暮ら

せる地域となる仕

組みづくりに取り

組んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

***** 講 演 会 模 様 ***** 

◆平成３０年度 第４回理事会 
  
★平成３０年１１月１４日に第４回理事会がプロミスお客

様サービスプラザイベントスペースにおいて開催されまし

た主な活動報告、審議事項は次のとおり  

１）平成 30年度各事業項目進捗状況報告並びに提案・審議 

２）広報、財政、組織、総務関係について  

３）諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画について 

４）その他 
 

（※詳細については事務局備付けの議事録を閲覧願います） 

理 事 会 模 様 ２０１８認知症介護セミナー模様 

平成３０年１０月２９日仙台市太白区文化センター 楽楽

楽ホールにおいて、認知症介護研究研修センター（仙台・

東京・大府）主催で開催されました。        

第Ⅰ部では、・地域住民への「力」を期待・若年性認知症

の人を継続雇用する企業の取り組み・老老介護、認認介護

への対応について①「地域包括・共生型ケアパスのススメ」

②「企業で働く若年性認知症の人の実態」③「専門職が行

う家族支援の手引き」④「認知症ケアの未来を創るレジス

トリ研究」の講演が行われました。 

引き続き、第Ⅱ部では、◇特別講演「認知症疾患別医療と

ケアを考える～認知症をきたす疾患でケアは異なるのか

～」の後、①「Ａ氏の思いをくみ取った支援の重要性」、②

「レビー小体型認知症の人のケアについて」③「血管性認

知症の人へのケアの考え方とポイント」の３件の実践報告

がありました。 

対応法として・認知症疾患のある人を色眼鏡で見ないこ

と、・レッテルを張らないこと・本に書いてある症状の名前

を当てはめてはいけないこと・自分で思う認知症のイメー

ジにあてはめてはいけないこと・共通の視点として本人は

どのように意識しているのか、といったことをしっかりと

探ることが大切であり、そこから対応法が見えてくる場

合があるとの報告がありました。 

平成３０年１１月１６日（金）日立システムズホールに

於いて、宮城県地域支え合い・生活支援推進連絡会議主

催で開催されました。        

◆第Ⅰ部、基調講演【復興をさらに進めるための地域の

つながり支援～宮城の地域づくりは被災者支援から～】

の後、◆第Ⅱ部【つながりを広げる協議の場、①地域と

のかかわりとお宝さがし、②協議体をワイワイガヤガヤ

と進めるコツ、③１０年後、２０年後を見据えた地域づ

くり】と◆第Ⅲ部【みやぎ発これからの福祉を考える～

みんなで地域を輝かせるために】の実践報告がありまし

た。  
 

介護保険法の改正で創設された生活支援コーディネ

ーターと協議体ですがそれぞれに課題や悩みが見えて

きました。それぞれの地域の特色を生かして自分たちの

暮らしにあったあり方を拾い出し、話し合いだけでなく

交じりあって、押し付けではなく地域住民からのボトム

アップで育てていく仕組みづくりが大切では？と考え

させられました。 

実際に地域の現場で活動されている報告からは並々な

らぬ熱意がひしひしと伝わり、住民が住み慣れた地域で

最後まで安心して暮らし続ける事が出来る社会が近づ

いてきている予感を感じたセミナーでした。 

宮城発これからの福祉を考える全国セミナー模様 

平成３０年度評価調査活動始まる！ 

いよいよ平成３０年度「地域密着型サービス外部評価活

動」「情報の公表調査」活動がはじまりました。  

地域密着型サービス外部評価活動は７月に開始し、７月

は３事業所、９月は２０事業所、１０月は２０事業所の

評価活動を終えて、１２月末(予定を含む)までの進捗率

は６０％となっています。 

尚、今年度の評価活動対象事業所は約１２０事業所の予

定。  

また、情報の公表調査活動は９月に開始し、９月は４９

事業所、１０月は９０事業所、１１月は９９事業所、１

２月は８０事業所の評価活動を終えて、１２月末(予定

を含む)までの進捗率は６９．４％となっています。 

尚、今年度の調査対象事業所は約４５８事業所の予定。 

 【 お 詫 び 】 

Newsletter Miyagi１２７号（30/10/1）の 3頁に掲載

の事業所名、鶴が丘ハートネットは鶴が丘はあとネット、泉

の杜診療所はいずみの杜診療所の間違いでした。 

謹んでお詫び申し上げ、訂正かた宜しくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集委員 

去
る
十
月
十
八
日
早
朝
固
定
電
話
の
ベ
ル
が

け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
き
、
受
話
器
の
向
こ
う
か
ら

「
本
間
さ
ん
が
・・・・・・」
一
瞬
耳
を
疑
っ
た
。 

あ
ま
り
に
も
突
然
の
信
じ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
言

葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
事
が
あ
る
も
の
か
と
思
い
、
本
間
さ
ん
の

携
帯
と
固
定
電
話
を
呼
ん
で
み
た
が
ど
ち
ら
も
繋

が
ら
ず
、
近
所
に
住
ん
で
い
る
人
に
見
に
行
っ
て
貰

い
、
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
た
結
果
は
、
間
違
い

情
報
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
も
空
し
く
・・・・・・ 

思
え
ば
、
本
間
さ
ん
が
前
代
表
大
川
さ
ん
の
助

言
を
得
て
立
ち
上
げ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
で
ん
で
ん

宮
城
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
時
代
に
、
い
き
い
き

ネ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
の
飲
み
会
の
席
で
、
ボ
ケ
防
止
・健

康
寿
命
の
維
持
向
上
の
た
め
の
麻
雀
教
室
を
開
設

し
よ
う
と
言
う
話
に
な
り
、
言
い
出
し
っ
ぺ
の
本
間
さ

ん
が
翌
日
に
は
教
室
開
設
の
た
め
の
情
報
収
集
に

前
代
表
の
大
川
さ
ん
や
宮
内
さ
ん
の
所
な
ど
を
走

り
回
り
、
一
番
町
の
雀
荘
「
藤
」
に
出
向
き
交
渉

し
、
見
事
（
？
）
に
、
飲
ま
な
い
・吸
わ
な
い
・賭
け
な

い
の
三
無
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
「
い
き
い
き
麻
雀
教

室
」
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。 

第
一
回
例
会
は
三
卓
（
平
成
二
十
一
年
十
一

月
七
日
）
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
十
卓
超
え
と

荒井 勝子 阿部 洋子 大坪 俊男 兼平 幸雄 

工藤 俊廣 本田 裕子  前田 泰子 

青 

天 

の 

霹 

靂 
 

理 

事 

兼 

平 

幸 

雄 

【 編 集 後 記 】 

明けましておめでとうございます。 

昨年は各地で大きな自然災害が起こりましたが、今年は穏やか

な一年となりますよう祈るばかりです。 

亥年にちなみ当会も現実をしっかり捉えて猪突猛進とダッシュ

（時にはブレーキをきかせながら）していきましょう。 

新しく編集に工藤俊廣さん、本田裕子さんが加わり、期待感あふ

れる紙面づくり目指し、取材・情報収集は徹底した現場主義で視

野はグローバルに的確・必要な情報を会員の方々に広く知らせ伝

えられるよう（もちろんワクワクウキウキの記事も！）編集委員

一同取り組んでまいります。 

今年も皆様のご協力よろしくお願いいたします。   荒 井 

な
り
、
教
室
の
運
営
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。 

こ
れ
も
一
重
に
本
間
さ
ん
の
成
せ
る
技
（
？
）
だ
と
感

動
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
会
員
の
戦
況
・戦
果
を
記
録
し
、
発
表
す

る
た
め
の
会
報
発
行
と
明
る
く
、
楽
し
い
教
室
運
営

を
図
る
た
め
の
運
営
委
員
会
の
設
立
を
言
い
出
し
、

特
に
会
報
に
つ
い
て
は
、
自
ら
編
集
・校
正
・印
刷
・配

達(

？)

を
一
人
で
担
い
、
会
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載

す
る
こ
と
な
ど
見
（
戦
果
）
て
も
、
読
（
エ
ッ
セ
イ
）
ん
で

も
楽
し
い
会
報
に
し
、
こ
の
春
に
は 

弐
百
号
突
破

記
念
誌
を
発
行
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。 

麻
雀
を
や
っ
て
い
る
時
の
刺
激
や
緊
張
感
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
会
報(
戦
果)

を
見
て
今
日
は
頑
張
る
ぞ
と

の
向
上(

闘
争)
心
を
掻
き
立
て
て
い
る
と
と
も
に
会

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
て
、

会
報
は
「
い
き
い
き
麻
雀
教
室
」
に
と
っ
て
無
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。 

本
間
さ
ん
、
そ
の
う
ち
に
そ
ち
ら
で
一
緒
に
飲
ん

で
、
カ
ラ
オ
ケ
で
河
島
英
五
の
「
時
代
お
く
れ
」
、
イ
ル

カ
の
「
な
ご
り
雪
」
な
ん
か
歌
っ
た
後
で
、
麻
雀
卓
を
囲

も
う
よ
！ 

本
間
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
！ 

本
間
さ
ん
と
の
出
会
い
に
感
謝
を
込
め
て
・・合
掌 

 


